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《研究ノート》

マーケティングから⽛マーケティング学⽜へ，
そして⽛商学⽜へ（その⚓）
―日本人の貨幣に対する対応の歴史的考察―

黒 田 重 雄

は じ め に

本連稿は，商学という学問が生まれる素地
を求めて書いている。そのきっかけは，筆者
が現行マーケティングを学問にしてみたいと
の思いで研究していく過程で，⽛商学⽜という
学問がクローズアップしてきたこともある(1)。
巷では，⽛商学⽜は，古臭い，という声が大
きい。商学は，⽛マーケティング⽜に取って代
わられたという説も出ている。しかし，筆者
の研究過程で，商学は，古くて新しい重要な
学問ではないかという考えが沸々と湧いてき
ている。
その商学がどのような学問であるのか，と
いう点をもう少し明らかにしてみたいとの思
いで，この連稿を書いている。
これまでの二つの研究ノートでは，
（その⚑）マーケティングを学問に高めよ
うとすると，商学という学問に行き着くので
はないかという考えが何故出てくるのかにつ
いて述べた。その際，歴史的な考察が欠かせ
ないことも強調している。
（その⚒）歴史的考察を進めると，商学と
いう学問の研究には，日本の中世期まで遡る
必要があることが分かってきた。そしてこの
武士を中心とする混乱の時代にすべての人び
とがどういう生き方をしていたのか，そのこ
とを明らかにするべく職業の在り方とその多
様性について考察した。

そして，今回（その⚓）は，中世期におけ
る日本人が貨幣（鋳造貨幣）というものに対
してどのような意識をもって対応し，日常生
活をしていたのかについて考える。

1．お金と日本社会

現在，日本社会では，⽛お金⽜が大きな問題
となっている。政治の世界では，政治家同士
のお金の授受が問題となっているし，巷では，
高齢者からあの手この手で⽛お金⽜を引き出
させる詐欺事件が一向に収まる気配がない。
日本人は，⽛お金⽜に執着する国民なのであ
ろうか。もしそうだとするとそれはいつごろ
から興ったことなのかを考えてみる。
作家で独自の歴史観を持つという司馬遼太
郎は，⽛われわれは，室町の子である⽜とか
⽛室町からゼニの時代が始まった⽜と述べて
いる(2)。
なぜ，そういう感想を持ったのか。室町時
代は，鋳造貨幣のない社会だったはずである。
にもかかわらず，評論家の山本七平（1993）
は，⽛日本人は，基本的に，銭を好む体質を
持っていたのではないか⽜と書いている(3)。

和銅元年（708 年）日本ははじめて貨幣を
鋳造した。これが和同開珎であることは教科
書に載っている。以後十二種類の皇朝銭が鋳
造され，韓国ではややおくれて高麗の成宗十
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五年（996 年）に鉄銭が，粛宗七年（1102 年）
に銅銭が鋳造されている。そして日本の場合
も，和銅元年から約 250 年間，政府がいかに
努力しても貨幣は定着せず，永延元乍（987
年）一条天皇が銭貨の通用の促進を命じなが
ら，一面ではその通用を限定し，仏事にだけ
全面的に使ってよいとしたときに，長い貨幣
定着の努力は失敗に終わった。そして准米・
准布・准帛

ぱく

とよばれる生産物が納税および交
換手段に用いられた。これらは一種の物品貨
幣と見てよいであろう。


永享元年（1429 年）韓国の使節として来日
した朴瑞生を驚かしたことは，金

かね

さえあれば，
何も持たずに旅行ができることであった。さ
らにその前，応永二十七年（1420 年）に来日
した宋 璟は，日本の二毛作・三毛作に驚く
とともに，乞食が米でなく銭を欲しがるのに
驚いている。確かにこれでは乞食でなく乞銭
である。1420 年から 29 年とは足利義持から
義量の時代，日本の貨幣経済はその時代にす
でに，乞食にまで浸透していた。また金さえ
持てば自由に旅行ができるということは，金
を払えば泊まれる宿屋と，金を払えば乗せて
くれるタクシーのような馬，金を払えば渡れ
る橋や渡し舟，有料道路ならぬ有料橋もあっ
たということである。

なぜ，この時代に人々はお金（ゼニ，銭）
を欲したのか。当時は，鋳造銭はなかったが，
中国の宋銭や明銭が大量に流入されていたし，
また，ビタ銭など悪銭も蔓延

はびこ

っていたという。
また，中世期の⽛銭⽜に対する日本人の感
情をあらわすものは（具体的に，室町期の経
営的・マーケティング的センスをイメージさ
せる），日本の中世史家の太田由紀夫（2021）
の論考である(4)。

中国製生糸は 15 世紀中葉の段階で日本に
おいて高い需要をすでにもっていた。永享四

年度（1432）と宝徳度（1451-54）の遣
けん

明
みん

船
せん

で
中国に渡航した貿易商・楠

くす

葉
ば

西
さい

忍
にん

の談話には，

（明の）都北京において銭一貫と交換して
得た銀一両を，南京で売れば銭二貫となり，
寧波（⽛明州⽜）では三貫になる。この銭三
貫で生糸を買って日本で売れば儲けになる。
〈⽝大乗院寺社雑事記⽞永正二年（1505）

五月四日条〉

とあり，遣明船貿易の際，大量の生糸が盛ん
に買われて日本へ持ち帰られた。その理由は
⽛唐船の理（＝利）は生糸に過ぐべからず⽜と
いわれるように，遣明船が将来した唐物のな
かで，生糸がもっとも儲けの大きな商品だっ
たからである（約⚕～10 倍の純利益）。さき
の引用史料が述べるとおり，日本船の入港地
である寧波

にんぽー

は，日本にとって生糸をはじめと
する唐物の重要な入手地であり，列島での唐
物の消費拡大にも一役買っていた。

これは，15 世紀あたりの話であるが，日本
中世史専攻の桜井英治（2009）は，この室町
時代における人々の金銭感覚について書いて
いる(5)。
すなわち，このこの頃は重商主義の時代で
あったが，日本人の金銭感覚は，とくに鋳造
銭についてはどうだったのかというと，⽛外
国銭⽜を用いることに抵抗はなかったとして
いる。
この点，先述した山本七平（1993）による
と，この外国銭を用いることにいたった理由
は，平安時代の⽛平清盛⽜による貿易に対す
る貨幣使用の考え方にまで遡ると書いてい
る(6)。

かつて世界三銅産国の一つといわれた日本
も，その鉱石は殆どすべて硫黄と結合した硫
化銅であり，これの精錬技術が当時はまだ開
発されていなかったからである。こういう状
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態だとお役人はあらゆる⽛できない条件⽜を
並べたてて不思議ではない。もしこの状態が
そのまま継続したら，日本の経済はそのまま
停滞したかも知れぬ。
そのとき，⽛中国から貨幣から輸入して流
通させればよい⽜というまことに独創的な発
想をした人間がいた。それが平清盛である。
長寛二年（1164 年），彼は周囲の猛反対を押
し切って宋銭の輸人を断行した。日本はちょ
うど貨幣経済に移りうる段階に来ていたので
これが爆発的に流通する。するとそれによっ
て経済は発展し，さらに多くの貨幣が必要と
なる，という循環を繰り返し，それがその時
から約 250 年後に日本を訪れた韓国人使節を
驚かしたわけだが，その端緒をつくったのが
清盛であった。⽛武士とは何か⽜はさまざま
な定義ができるが，⽛土地の所有権を主張し，
貨幣を定着させたもの⽜ともいえるであろう。
これを⽛渡来銭⽜といい，寛永十四年（1637
年）まで，約 470 年間，日本で流通していた
のは宋銭や明銭である。

ただし，中世史家の中島圭一（2022）によ
ると，平家（清盛）説は資料的な裏付けに乏
しい，と述べている点に注意する必要があ
る(7)。
つまり，中世史家の桜井英治（2019）によ
ると，⽛日本人は，そもそも銭を好む体質を
持っていたのであり，贈り物にも，現在の西
欧には見られない⽛お金⽜を送ったり，貰っ
たりしている⽜と書いている(8)。

2．室町時代はどういう時代であった
のか

承久の乱や応仁の乱という大乱を経た，中
世期の人びとの精神状態を考えて見る。
日本中世史家の三枝暁子によると，あいか
わらず戦争状態が続いていたという(9)。
この状態で，人びとは生きていかねばなら

ないが，どうしたのか。
これまでも⽛日本人とは何か⽜について
色々言われてきた(10)。
また，たとえば，数学者の岡 潔は，⽛数学
には情緒がなければならないが，日本人には
情緒がある⽜としているし(11)。また，評論家
の小林秀雄は，⽛もののあわれ⽜を知っている
人々であるという(12)。
経済学者の寺西重郎は，⽛日本の経済シス
テムの根柢には鎌倉新仏教がある⽜と述べて
いる(13)。
確かに，鎌倉時代に生まれたという禅宗，
たとえば，空海の密教，道元の曹洞宗や栄西
の臨済宗が大きな役割を果たしたと思われる。
⽛今を如何に生きるか⽜である。
ゴーギャンの⽛人はどこから来て，どこへ
行くのか⽜の絵にある⽛人の一生を考える⽜
のは，形而上学の問題だが，今生きていくた
めには何をしなければならないのか，の形而
下の問題が重要となる。
とにかく，来世が幸せであるように祈るか，
ではなく，この現生に何をして幸せに生きて
いくか，であった。つまり，これから自分と
家族が生活していくためには今どうすればよ
いか，であっただろう。
当時の社会は，重商主義の時代であったと
網野善彦（2008）は言う(14)。重商主義という
のは，政治学者の川出良枝によれば，競争に
規制にない社会のことである(15)。一方，日本
の中世史家の清水克行は，ワンダーランドの
時代であったともいう(16)。
そこで生きていくためには，何でもやる覚
悟であった。とにかく生活に必要な物を獲得
するために⽛銭⽜を求めたはずである。鋳造
銭でなくても，外国銭だろうと悪銭・ビタ銭
だろうととにかく銭であった。
ところで，銭をはじめとする交換物が自由
に移動するには，どういう社会でなければな
らないのか。それは，まず第一に資本主義社
会である。

経営論集（北海学園大学）第 23 巻第 2号
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3．経済学者の岩井克人による資本主
義社会の定義

経済学者の岩井克人は，新著を出してい
る(17)。この中で岩井は，⽛資本主義⽜の定義を
しているが，基本的には，岩井の前著⽝資本
主義から市民主義へ⽞の内容に即している(18)。
そこでは，資本主義を⽛商人資本主義⽜と
言い換える。この原理は，⽛差異性⽜に基づい
ており，それによって利潤を生み出すことで
ある，という。

産業資本主義のイデオロギーとしての社会主
義
かつては，工場で働く男性労働者は職工と
よばれ，他人の家庭のなかで働く女性労働者
は女中とよばれていました。それは明らかに
農村の過剰労働力のはけ口だった。だが，60
年代の後半に入ってからは，農村の過剰人口
が枯渇してしまった。もう安い賃金で労働者
を働かせることはできなくなった。職工とい
う言葉も女中という言葉も，使用禁止語に
なってしまいました。そうすると，機械設備
をもっているだけでは，労働者を大量に雇お
うとすると高い賃金を払わなければならない
ので，もはや利潤をえることはできなくなっ
た。そこで資本主義的企業は何を考えたか。
差異性によって利潤を生み出すという商人
資本主義の原理を，意図的に使うようになっ
たわけです。もちろん，商人資本主義（岩井
は，商人が活発に動き出した時代の状況をこ
のように表現している）の段階でも，商人自
身はその原理を意識していたわけです。たと
えば大航海時代における遠隔地商人は，イン
ドでコショウを安く買い，ヨーロッパでそれ
を高く売っていたわけですから，二つの土地
のあいだの価格の差異性を利潤に転化すると
いう原理を意識的に使っていたはずです。

日本の中世期における他国との貿易におい

ても，先に見た⽛差異性⽜に関する日本の中
世史家の大田由紀夫の論考である(19)。
岩井の⽝ヴェニスの商人の資本論⽞では，

⽛利子とか利ザヤ⽜の発生が資本主義の萌芽
とみている(20)。

つまり，⽛分配に関する意思決定のあり方⽜
については定義の中には入ってこないと考え
ている（暗黙には，入っていると考えても不
都合は生じないと思うが）。したがって，小
生は，⽛利子⽜概念だけからいえば，日本には
かなり古くからあったと考えているというこ
となのである。

ビジネス思考の取り入れにおいて中東やア
ジア諸国に比して早さに勝っていた理由につ
いて，流通論研究者の林 周二（1999）が書い
ている(21)。

まず全体を大観しておく。76 ページの時
代比較表から判るように，日本は歴史の夜明
けは最も遅れたが，それからあとの歴史時間
の進行は驚くべく速かで，西アジアや中国を
追い越し，西欧に次いでトいち早く近代化を
遂げた。古代期が長くて未開が続いたのは，
日本の地理的位置から容易に肯けるが，欧亜
大陸との交流ができてからあとの追跡の速
かったことは一体何で説明できるのであろう
か。商人史の視点からそのことを考えて行こ
う。
ʠ日韓中の⚓国は，東南アジアのシンガ
ポール辺りを含め儒教文化圏を形成し，地球
上，欧州に次いで経済的離陸をするであろ
うʡとは，一部の内外経済学者の問で指摘さ
れたことであるが，その根拠は，儒教の教義
が勤勉や倹約の徳を強く支持し，そのことが
儒教圏社会を産業化へ導き易くするエートス
的要因をなしているから，というのであった。
著者の考え方は上述の通説とはやや異る。
たしかに漢・韓両民族は古来，儒教文化に深
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くどっぷり漬っていたが，日本人は（史実を
顧れば判るが）民族的にそれほど儒教漬け一
辺倒ではなかった。大隈重信（1838-1922）は，
日本人の伝統的思考は，諸氏百家でいうなら
儒家ではなく法家のそれだと言い切っている
が，これは卓見である。島国の日本人はそれ
ぞれの時代ごと海外からさまざまな宗教や思
想を輸入した。古くは仏教や儒教，さらに近
代にはキリスト教やマルクス主義，さらにド
イツ哲学や米国流のプラグマティズムなどの
外来思想にも広く好奇心を示し，それらを皆
少しずつ貪るように受容したが，そのどれか
⚑つだけに深く染ることは決してなくむしろ
それらを片っ端から巧妙に＊儒教文化圏論を
最も体系的に論じたものに次の文献がある。
金日坤（1984）⽝儒教文化圏の秩序と経済⽞名
古屋大学出版会。この書物の第⚕，⚖章には，
韓国李朝時代の商工業についての解説があ
る(22)。

以上の記述は，黒田重雄（2024）の⽛研究
ノート⽜に寄っている(23)。また，ここに出て
くる金

きむ

日
いる

坤
ごん

教授の書については，かつて日本
人が，⽛エコノミック・アニマル⽜と呼ばれた
ことと関連する形で，山本七平の⽝日本人と
は何か。（上）⽞にも引用されている(24)。

4．室町人の精神

中世期を研究する歴史学者の方からは，室
町時代のビジネスが浮き彫りにされている。
たとえば，日本の中世史を研究する桜井英治
（2009）は，⽝室町人の精神⽞をあらわし，人々
は混沌と酔狂に時代の転換点を生きる崩れゆ
く秩序，中世の黄昏⽜（帯）と書いている(25)。
また，同じ中世史専攻の清水克行（2021）
は，⽛現代のカオス，克服のヒントは中世に⽜
と述べている(26)。
そして，清水は，⽛中世人の精神構造は世界
の辺境地域の人々と同じ⽜と結論づけている。

この中世史家の⽛アナーキーな社会⽜のこと
を，経営や商学という分野においては，⽛重商
主義の時代⽜と呼ぶことが可能であるとして
いる。
中世日本史家の網野善彦（2008）が⽛室町
時代は，重商主義の社会であった⽜と述べて
いるのがそれである(27)。
日本のマーケティングを研究する者にとっ
て，この中世日本史家の網野善彦の書いた，
⽝日本の歴史をよみなおす（全）⽞（2008）は，
きわめて示唆に富むものである。
網野が⽛日本の社会は，少なくとも江戸時
代までは農業社会だったとの意識は，非常に
広く日本人の中にゆきわたっています⽜と言
うように筆者もそう感じていた。しかし，網
野は，これは基本的に，百姓＝農民と考えた
ところの間違いであるとする。
もともと日本の社会においては海民（や山
民も）の存在を重視してきた網野であるが，
この本の中で，⽛経済社会の潮流⽜として⽛重
商主義⽜の社会を想定し，その中で活動する
⽛商人の存在⽜を重視している。
一方，三枝暁子（2022）は，著書⽝日本中
世の民衆世界─西京神人の千年─⽞の中で，
アナーキーな世界の解釈の一端を示してい
る(28)。
すなわち，三枝は，中世は武士の活躍した
時代であったが，⽛僧侶や神職者，商工業者・
農民・被差別民のいずれもが紛争解決の手段
として武力を行使した。そしてその前提には，
朝廷と幕府の併存という国家権力の分裂性・
多元性，それゆえの社会集団の自律性という，
中世固有の社会構造があった。すなわち中世
とは，寺社に所属する人々から都市・村落に
生きる民衆に至るまでの，自律的であると同
時に暴力を内包させたさまざまな集団を，よ
り強大な暴力・軍事力をもった幕府が支配・
統合しようとした時代であった⽜としている。
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5．室町幕府は企業組織であった

経営学者の伊丹敬之（2023）は，自著⽝経
営学とは何か⽞で，⽛経営すること⽜の定義を
書いている(29)。

⽛経営すること⽜とは，組織で働く人々の行
動を導き，彼らの行動が生産的でありかつ成
果が上がるようなものにすること

とある。つまり，⽛経営学⽜は，出来上がった
組織の⽛管理運営（management）⽜を問題と
している。
一方，⽛商学⽜では，まずは，人はどういう
仕事をするか（starting-up），どういう組織を
作るか，なのである。経営学の先の問題を扱
うのである。そして，⽛マーケティング⽜は，
商学の範疇で⽛具体的な仕事探し⽜を取り扱
う戦略論としての位置づけである。
先述したが，作家の司馬遼太郎（2014）は，

⽛われわれは，室町の子である⽜と⽛要するに，
日本史は室町時代から，ゼニの世がはじまっ
た⽜と述べたことに注目する(30)。

また，作家の五木寛之（2020）に，応仁の
乱前後の状況を記述した書き物がある(31)。

もし親鸞が生きていたとしたら
現実の世界に目を移せば，政治も経済も大
混乱の極みにあります。さらには全世界で内
戦がくり返され，土一揆と同じように経済格
差を元凶とする宗教紛争，民族紛争の火種は
なおも煙りつづけている。それにもまして
〈心の内戦〉はますます激化しようとしてい
る。
平和だなとはとうていいえない。目には見
えないものの，世紀末のいまはまさに蓮如が
立ちあがった時代，応仁の乱の前夜と同じ状
況ではないでしょうか。
くしくも 98 年は蓮如の五百回忌にあたり

ます。それもきっかけのひとつとなって，こ
のところ蓮如がさまざまなかたちで語られる
ようになりました。同時に，そこでは批判的
な意見も出てきています。それはたいへんい
いことだと私は思うのです。
偉大な人物に大きなアキレス腱があるとす
れば，それは神棚に祀られてしまうというこ
とです。百人いれば百人ともが完全無欠な人
格であるかのように古人を見上げることはよ
くないことです。
翼賛選挙という言葉がありますが，翼賛信
仰もまたむなしい。その点，あちこちで毀誉
褒貶が賑やかになってきた蓮如は，いまきっ
と喜んでいるだろうと思います。宗門外では
これまではほとんど悪口しか言われなかった
蓮如ですから。
ところで，現代において親鸞や蓮如を考え
るとは，いったいなにをどう考えることなの
か。親鸞や蓮如がどういう存在であったかと
いう歴史の検証・考証は学者や研究者の仕事
でしょう。
作家として私が考えるのは，今の時代にも
し親鸞や蓮如が生きていたならば，これらの
事件に対してなにを言っただろうか，またな
にをしただろうか，ということです。

組織で働く人々の行動を導き，彼らの行動
が生産的でありかつ成果が上がるようなもの
にすること。と言うより，何をしてどう生き
ていくか，の方が問題だったのではないか。

6．室町幕府の財源はどこから得られ
たのか

前述されたように，日本のマーケティング
を研究する者にとって，中世日本史家の網野
善彦の書いた，⽝日本の歴史をよみなおす
（全）⽞（2008）は，きわめて示唆に富むもので
ある(32)。
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重商主義の潮流
もうひとつ考えておきたいことは，前章で
もふれましたが，13 世紀後半ごろから，土地
にたいする租税だけでなく，商工業者にたい
する課税を，支配者も意識的にやりはじめて
います。とくに後醍醐天皇は，商工業者に全
面的に依存した王権を構築しようとしたと思
います。たとえば酒屋に税金を賦課したり，
土倉に徴収した税金を任せてその運用をやら
せたりしていますし，関所の廃立の権限を掌
握して，関所料─交通税・入港税を徴収する
権限を掌握しており，またそれぞれの領主の
所得の価値を銭で表示し，その貫高にたいし
て 20 分の⚑の税金を賦課しています。
室町幕府も同じように 50 分の⚑税を賦課
し，酒屋・土倉役を徴収するなど，その先例
にならった税金の取り方をしています。この
ように，商人・金融業者に依存し，商工業・
金融業にたいして積極的に課税しようとする
方向は，鎌倉時代後半の得宗専制期からはじ
まり，後醍醐天皇の建武新政を経て，室町幕
府でほぼ制度として安定しますが，これは
⽛重商主義⽜的政治，商業に重点を置いて支配
を維持する動きということができます。
おもしろいことは，そういう政権，王権が，
専制的といわれるような支配におのずとなっ
ている点です。たとえば鎌倉幕府の場合，評
定衆という有力御家人の合議体があって，こ
の合議体の討議・決定によって政治を動かし
ていくやり方が執権政治の原則だったのです。
ところが北条氏はそれを骨抜きにし，評定を
ほとんど無視して，自分たちの自由になる側
近たちによる⽛寄合⽜に依拠して政治をして
おり，得宗専制といわれる専制政治を行って
います。
後醍醐も同様で，古代以来，一貫して続い
てきた有力貴族の合議体，太政官の公卿会議
を破壊して，自分の意志どおりに動かせるよ
うな貴族・官人を官職に任命し，これを駆使
して自らの専制的な意志を貫こうとしていま
す。さらに室町幕府の将軍たちの中で，足利

義満，義教は，有力守護の重臣合議を無視し
て自分の意志をとおそうとする将軍専制を貫
きます。そしてこのような政権はみな，商工
業，流通，外国貿易に依存した王権なのです。
これは決して偶然ではないと思います。
少し話を広げると，16，⚗世紀から 19 世紀
前半ごろまでのヨーロッパのいわゆる絶対主
義王権は，やはり封建領主の合議体を無視し
て，商工業に依存しながら王権が専制的な支
配を行っています。
（筆者注：網野は，16，⚗世紀から 19 世
紀前半ごろまでのヨーロッパのいわゆる
絶対主義王権と同様に，室町の将軍専制
は絶対王政であったということ，このよ
うな政権はみな，商工業，流通，外国貿
易に依存した王権であったということを
言いたかったと考えている）

網野が⽛日本の社会は，少なくとも江戸時
代までは農業社会だったとの意識は，非常に
広く日本人の中にゆきわたっています⽜と言
うように筆者もそう感じていた。
しかし，網野は，これは基本的に，百姓＝
農民と考えたところの間違いであるとする。
もともと日本の社会においては海民（や山
民も）の存在を重視してきた網野であるが，
この本の中で，⽛経済社会の潮流⽜として⽛重
商主義⽜の社会を想定し，商人の存在を重視
している。
ここで，重商主義（マーカンティリズム：
mercantilisme）とは，一般に貿易などを通じ
て貴金属や貨幣を蓄積することにより，国富
を増すことを目指す経済思想や経済政策の総
称とされている。
この⽛重商主義⽜ということについては，
前出の政治学者の川出良枝（1996）が，フラ
ン ス の 啓 蒙 思 想 家 モ ン テ ス キ ュ ー
（Montesquieu, Charles-Louis de）の著書⽝法と
精神⽞を解釈する中で，解説している(33)(34)。
すなわち，フランスの啓蒙思想家モンテス
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キュー（Montesquieu, Charles-Louis de）が著
書⽝法と精神⽞の中で，商業（商人）に対す
る評価と期待を行っている。すなわち，彼は，
商業に従事する人間を非道徳的な存在とは見
ておらず，⽛商業の精神は，人間にある種の厳
密な正義感を生み出す⽜と考えており，その
結果，⽛商業国家⽜イングランドの繁栄に高い
評価を下している，という。
川出は，次のように述べている。

（pp.249-251）
⽛重商主義⽜（Mercantilisme）という概念の
レリバンシーには周知のように戦後疑問が呈
されてきた。……。批判的な論者の主張する
ように，たしかにそれは主義（isme）と名付
けられるほど首尾一貫した理論体系ではなく，
多分に状況に規定された個々の政策の集まり
にすぎなかった。
しかし，そこにある一定の傾向―貿易バ
ランスにおける黒字の追求，マニュファク
チュアの保護・育成，特権貿易会社の創設，
植民地の建設，海軍増強―を見出すことは
可能であり，その意味での重商主義を議論す
ることには意味がある。

（筆者注：ここで川出は，ʠcommerceʡを
⽛商業⽜と訳しているが，当時のその言葉
には，⽛農業以外の職業のすべて⽜の意が
込められていたことを銘記すべきであ
る）アダム・スミスがʠレッセーフェー
ルʡ，つまり⽛自由放任主義⽜をとなえた
とされるのは，この重商主義政策を批判
したものとなっている(35)（J.バカンは，
⽛スミスはʠレッセーフェールʡの言葉は，
一度も使っていない⽜という(36)）。

ところで，なぜ，この室町期が重商主義の
時代といわれるのかを考えてみる。いくつか
理由が考えられる。
まず，足利政権は，財源が弱く，貿易（⽛公

貿易⽜）にそれを求めていた。日本の中世史
専攻の桜井英治（2015）は，⽛室町幕府は独自
の官庫

かんこ

をもたず⽜であったという(37)。

室町幕府は独自の官
かん

庫
こ

をもたず，財産の保
管から出納業務にいたるまでのすべてを民間
の土

ど

倉
そう

に委ねていたことが知られている。こ
のような土倉を公方

くぼう

御
お

倉
くら

というが，これには
主に京都在住の山徒の土倉が任じられた。し
たがって，見賢（僧侶）のような存在を公方
御倉そのものとみなすわけにはいかないが，
狭義の公方御倉の外延には幕府から同様の機
能を期待された金融業者が何人かおり，それ
がたとえば南都においては見賢であり，北

ほく

嶺
れい

においては光聚院猷秀（僧侶）であったと考
える余地はあろう。彼らに預けられた公金の
性格については，寺社に寄進される予定の造
営料等が当座に預け置かれていたものとも考
えられるし，あるいは当初から利殖を目的と
して彼ら金融業者に運用を任せていたとも考
えられるが，現存資料からだけでは何とも判
断しかねるというのが正直なところだ。

⽛室町幕府は独自の官
かん

庫
こ

をもたず⽜だった
結果，足利政権は，財源が弱く，貿易（⽛公貿
易⽜）にそれを求めていた。そしてこの貿易
には，次の三つの形態があった。

（⚑）進貢貿易
遣明船は朝貢船である。日本国王（足利将
軍）の進貢物を，明の皇帝に捧げる，のが建
て前である。使節もまた，自進物として，皇
帝に貢物を献じた。これらの進貢に対しては，
巨額の頒賜（回賜）があった。そのため，一
種の割の良い貿易と考えられた。

日本からの進貢物（馬・太刀・硫黄・
瑪瑙
めのう

・金屏風・扇・鎗
やり

）
中国からの回

かい

賜
し

（白金・絹織物・銅
銭）

（⚒）公貿易
遣明船の⽛附塔物⽜について，⽛明の政府⽜
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との間で取引される貿易。⽛附塔物⽜は北京
に送られるのが建て前で，北京で価格が決め
られて取引された。

日本から（蘇木・銅・硫黄・刀剣類
など）
中国から（銅銭・絹・布など）

（⚓）私貿易
取引の場所が三ヶ所あった。
⚑，寧波における⽛牙行⽜との取引。
⚒，北京における会同館市易。
⚓，北京から寧波への帰路の沿道で行われ
る貿易。

＊＊⽛牙行⽜とは，明の政府から官許
を得た特権商人。
遣明船の貨物の受託販売，遣明
船が日本に持ち帰る貨物の受託
購入などにあたった。

私貿易によって日本にもたらされた
貨物
（生糸・絹織物をはじめ糸綿・布・薬
材・砂糖・陶磁器・書籍・書画・紅
線および各種の銅器・漆器等の調度
品）

（参：田中健夫⽝対外関係と文化交流⽞
思文閣史学叢書。昭和 57 年。P101）

（注：抽分銭（ちゅうぶんせん）とは，室町時
代の輸入税。日明貿易の際使用された。）

足利政権は，なぜ財源が弱かったのか
足利政権の財源の弱さは，鎌倉時代の封建
制を引きずっていたことによる。つまり，室
町時代は，中央集権ではなく，地方分権的封
建制の時代であったということである。
たとえば，⽝中世的世界の形成⽞を書いた石
母田 正によると，⽛鎌倉幕府は律令制の全国
的支配を打破して，地方分権的封建制のため
の政治的条件を完成した点に最大の意義が認
められねばならない⽜としている(38)。端的に，
直轄領が少なかった，ということである。日

本史を専攻する佐藤進一も，同様の見解をあ
らわしている(39)。
足利政権は，財源が弱く，貿易（⽛公貿易⽜）
にそれを求めていた。つまり，桜井英治
（2015）は，桜井英治（2009）の著書⽝室町人
の精神⽞（2009）の中でも⽛室町幕府は独自の
官
かん

庫
こ

をもたず⽜を強調している(40)。
また，詳説日本史図録編集委員会編（2016）
によると，⽛室町幕府の財源⽜は，多岐に渡っ
ている（⽝図表⽞）。
日本の中世史専攻の桜井英治（2009）の著
書⽝室町人の精神⽞の帯には，⽛人々は混沌と
酔狂に時代の転換点を生きる崩れゆく秩序，
中世の黄昏⽜とある。
桜井は，室町時代における日野富子の利殖
活動や幕府の企業家への政策転換などビジネ
ス活性化の始まりを告げている。

7．中世期の商人

これに対し，⽛交換経済⽜を担ったのは⽛商
人⽜である，と日本経営哲学史専攻で国際経
営論や経営哲学を研究する林 廣茂（2019）は
述べる(41)。
日本の中世史専攻の佐々木銀弥（2022）は，
中世の商人は様々な人々により構成されてい
たと分析している(42)。

中世商人の身分的外被（pp.28-29）
近世や現代の商人の源流として位置づけた
中世商人をふりかえってみた場合感じさせら
れるひとつの特質は，彼らの身分や地位とい
うものがこんにちの常識ではとうていはかり
きれないような複雑かつ流動的なものであっ
たことである。士農工商という厳然たる身分
制下におかれていた江戸時代の商人，あるい
は封建領主，農民，さらには職人だちと明確
兄に区分された身分や立場におかれていた西
欧中世都市のギルドの商人と比べて，日本の
中世商人の身分や階層というものは，実に混
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沌とし，流動的であったことが大きな特徴と
いえるだろう。彼らは中世の権門社寺の身分
制のなかにがっちりと編みこまれており，近
世商人のようなひとつの共通した不動の身分
をついにもち得なかったのである。
中世の典型的な特権商人として中世商業史
上に大きな足跡を残した供御人や駕輿丁など
は，本来，朝廷・譜言責に従属し，奉仕を強
いられていた古代律令制的系譜に由来する身
分の人々であった。また，中央や地方を股に
かけて手広く行商したことで知られる神人・
寄人・御師・聖・巾伏たちも，それぞれ名だ
たる大社寺に所属する聖職の人々であった。
地方の荘園・公領内の市や，室町・戦国時代
の城下町などで特権的な商取引に従事した商
人のなかには，荘官・名主・土豪・地侍をは
じめ，がっては所の領主，大名の被官＝家臣
といった系譜と身分のものも多かった。中世

社会ではこうした権門社寺や武家につらなる
れっきとした身分と，商人であることとは，
さしたる矛盾・抵抗もなく中世の人々によっ
て受けいれられていたのである。これは中世
商人のひとつの特質であるとともに，中世社
会というものの本質の一端を示唆しているこ
とがらのように思える。
中世の特権的座商人の典型といわれている
山城国の大山崎油商人についてはのちに詳し
くふれる予定であるが，彼らは本来，男珀の
石清水ハ幡官の神事に奉仕し，内股燈油を獣
納する義務を負わされていた，いわゆる⽛宣
戦⽜の神人であった。彼らは石清水八幡官を
人めぐる宮座を構成するとともに，大山崎の
地主神である天神八王予社を祭る宮座人でも
あり，燈油の販売と原料荏胡麻取引に強大な
特権を付与された商業座を結成していた。そ
して対内的・対外的には⽛大山崎惣中⽜⽛衆
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中⽜，ときに⽛侍中⽜として地縁共同体として
の結合・組織を標榜した。神人身分集団が祭
祀・地縁・職能に応じて，いくつかの顔と姿
態を持つことができ，それらがさしたる矛盾
もなく調和的に受けいれられていたのである。
こうしたことはなにも大山崎油神人だけの
特殊なありかたではなく，むしろ中世人，中
世商人一般に，なにがしかは共通していた特
質でさえあったのである。

また，日本の中世期には，商人・町人の区
別も行われ，戦国大名も豪商となって登場し
ている。
商人と町人（pp.116-117）
いずれにしても都市の広範な成立というこ
とは，前菜の歴史からいえば，都市に集住・
定住して店舗を構え，専業的に商業を営む商
人の広範な出現，すなわち⽛町人⽜の階層的
な出現をも意味していた。単に店舗商人の出
現という現象だけならば，平城京・平安京の
官営東西市に市店を構えて商売を行なった市
人の例をあげることもできよう。しかし，彼
らが⽛町人⽜層としてひとつの階層を形成し，
座といった仲間組織や，惣町といった町共同
体をつくって自治的な市政運営の方向を示し，
文化的にも町衆文化とよばれる民衆的な文化
や芸能を創造するに至って，中世町人の出現
と活動は，日本商業史・商人史上ひとつの画
期的な段階を迎えたことを意味していた。
鎌倉では大町・小町・米町など都市化した
地域に居住するものを町人とよび，それ以外
のものを商人とよんで区別していたことが推
測されるのである。
こうした区別は京都の場合も同じで，中世
に入って急速に店舗が立ちならぶようになっ
た三条・四条・七条・錦小路などの商業区域
を町といい，これらの町々の十字路を中心に
住みついた座商人のことを町座とよび，京の
町人なみであった。これに対して同じ洛中に
住んで商売に従事する⽛あき人⽜であっても，
町座に属するもの以外のものは⽛商人⽜とよ

ばれたのであった。

こうした見解から，室町期の⽛商人⽜と言
われる人たちは，もはや特定の商売をする人
たちを指しているばかりでなく，現代におい
て，あらゆる事業に従事する⽛ビジネスマン⽜
と呼ばれる人たちに他ならない，と言っても
あながち間違いと言えないだろう。
作家で歴史家の堺屋太一（2019）も，中世
期の商人について書いているが，ほぼ同じ見
解である(43)。
一方，上記した林 廣茂（2019）は，日本の
経営哲学史を研究する中で，日本中世の商人
たちの属性について書いている(44)。
そこでは，経営の執行役の多くは鎌倉仏教

（禅宗・浄土真宗・日蓮宗など）の僧であった，
としている。

8．武家領の拡大と金属貨幣の流通

鎌倉・室町時代になると，多くの国衙領と
荘園の領主は武家に変わり（守護職，守護大
名），領主は二大消費都市である京・鎌倉に住
み，領地には荘

しょう

主
す

などの実質経営者を配置
していた。その領地の経済を実際に経営した
荘主の多くは禅僧だったという。彼らは計数
に明るく，合理的・論理的思考の持ち主で領
地経済の経営能力に優れていたと言われる。
村井章介（2013）によると，平安期から貿
易はあったが，鎌倉・室町に入って一層盛ん
になったことが書かれている(45)。
特に，朝鮮や中国との貿易は盛んであった。
また，村井は，中世における商活動など生活
の一端を紹介している。
すると，農民や海民でもなく，多分に彼等
のうちからの出自かもしれないが，彼らから
物資を受け取ったり，彼らに物資を届けたり
の役割を担うのが商人たちである。
この商人の中で，⽛近江商人⽜と呼ばれる
人々が鎌倉期あたりに登場している。もっぱ
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ら⽛座⽜中心の世の中にあって，独立に行動
した⽛近江商人⽜の出現は，現代日本の流通
機構の基礎を形作るものとしても，画期的な
ものであった。

社会の騒擾の中で生まれるビジネス
室町期には，どれほどビジネスが生まれて
いたのだろうか。
一方で，今日，新規の開業が増加してい
る(46)。
2023 年の⽛新設法人⽜，過去最多の 15.3 万
社。起業年齢は過去最高の平均 48.4 歳，シ
ニア層に起業拡大。
2023 年（⚑-12 月）に全国で新設された企
業は，2024 年⚔月時点で 15 万 2860 社（前年
比 7.9％増）判明し，⚒年ぶりに増加した。
2021 年の 14.4 万社を上回って過去最多を記
録し，新たに市場へと参入する企業の増加が
続いている。企業新設時の代表者年齢（起業
年齢）は 48.4 歳と上昇が続き，過去 20 年で
約⚓歳高くなった。起業者の高齢化には若年
層や女性のほか，現役を引退したシニア層な
ど多様な世代へ起業への門戸が開かれている
ことも要因の一つとなっている。
つまり，混沌たるこの時代，自分で事業を
始めようとする（スタート・アップする）人
が多くなっているように見える。
一方，室町期にもビジネスはより活況を呈
していたことが想定される。世の中，大変な
時代でも，人々は生きていかねばならない。
生きていくためには，何か仕事を探さねばな
らないのは，世の習いである。アメリカでも，
20 世紀初頭の大不況期に，スーパーマーケッ
トやコンビニエンスストアが成功を収めたこ
とを切っ掛けに多くの新規企業が生まれて
いった。
室町時代のような大混乱期でも，同様にビ
ジネスを活発化させていったことが窺わせる。
その先頭に走っていたのが，室町幕府という
企業組織であった，という説を提起したのが，

桜井英治であった(47)。
以上より，室町期のビジネスとマーケティ
ングについてまとめておこう。
（⚑）幕府の力は，応仁の乱や一揆などで衰
え，税収が不足した分，貿易関係で莫大な
収益を得ていた。

（⚒）重商主義の時代で，民が活発に行動し
ている。彼らは，国内のみならず貿易に
も積極的に参加している（この点は，江戸
期に入るとかなり抑えられてしまう）。

（⚓）闊達に行動する結果，次々に新しい職
（ビジネス）を生み出している。

（⚔）独自の経営手法が発達していた（近江
商人など）。

おわりに（⽛エコノミック・アニマル⽜
と⽝野性の経営⽞という本）

今日，⽛商学⽜と言えば，その対象は⽛商⽜
ないし⽛商取引⽜であり，したがって，商学
では現実のおそらく夥しい商取引の有り様を
研究し，そこに貫く理論やシステムを明らか
にしていく学問との見方が，一般的であろう。
しかし，この考え方は，現代の商学の内容
を十分に説明しているとは言い難い。
⽛商とは何か⽜については後に検討される
が，実際に，商は人間生活にとって欠くべか
らざる⽛交換⽜現象を含むと考えられ，した
がって，その実態は歴史の靄に包まれた紀元
前数千年まで遡ることが可能になるのである。
しかし，長い時間の経過とともに交換の実態
自体もさまざまに変化し，したがって，⽛商⽜
を構成する要素も変更を余儀なくされている。
⽛商取引⽜は，⽛商人⽜が行う。この商人は，
具体的には⽛職（職業）⽜で表現される。
つまり，人はすべからく⽛商人⽜であるが，
それぞれ職を持っている。
結果的に，⽛商学⽜は，ʠ人びとの職探しの
学問ʡということができると考えている。
それはどういうことなのか。
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承久の乱や応仁の乱以後も人々はただひた
すら戦かっていた。しかし，自分や家族も生
きていかねばならない。生活していかねばな
らない。戦争するだけでは，それは得られな
い。人々はどう考えたのか。すさんだ世の中
で，自分の身体のことを考えねばならかった。
まず，魂を休めなければならない。心を休め
るために，当時出現した単にあの世に託さな
い鎌倉新仏教，特に禅宗などが求められた。
また，生きながらえるべく，食べていかねば
ならない。そのために手っ取り早く，銭が求
められた。当時の世の中に出回っていたのは，
日本国の鋳造銭ではなく外国銭（宋銭，明銭）
や悪銭やビタ銭などであったが，人びと（幕
府も農民も誰も彼も）は銭を得ることのでき
るあらゆる仕事を考え，実行した。
⽛百姓⽜（百商）の言葉はそのことをあらわ
していると考えている。自由な職業を生み出
すことを可能にしたのは，時代が封建社会の
ようながんじがらめではなく，重商主義社会
であったし，資本主義社会になっていたから
であった。
そう考えたとき，⽛日本人は，皆，商人であ
る⽜と考えざるを得ない（現在ではでは，こ
の⽛商人⽜は⽛ビジネスマン⽜と言った方が
良いかも知れない）。このことは，文学者の
夏目漱石の講演でも⽛学者⽜を例に明らかに
されていることである(48)。
要するに，室町時代は，⽛商人⽜が跋扈した
時代であった。換言すれば，人びとは，すべ
からく⽛商人⽜となった時代であった。商業
を営む商人のみならず，製造業者や芸術家や
学者・研究者も⽛商人⽜であったということ
である。

評論家の西尾幹二（2024）は，自著⽝日本
と西欧の 500 年史⽞の中で，⽛10 世紀唐の崩
壊から明治維新まで日本は実質的な⽛鎖国⽜
だった⽜と書いている(49)。
しかしながら，筆者にはこの考えには首肯

できない。これまでも見て来たように，少な
くとも室町期は鎖国ではなかった。それどこ
ろか，国民こぞって，外国との貿易を行って
いたということである。
現在の日本におけるマーケティングは，戦
後まもなく全く新しい経営戦略論としてアメ
リカから直移入されたものである。
しかし，筆者としては，日本の経営史を見
ていると，⽛マーケティング⽜という名前はな
かったけれど，日本の中世期（鎌倉，室町）
には既にそれが存在していたと考えざるを得
ないのである。特に，室町幕府は，企業組織
であって，時のマーケティングを先導してい
た感が深いのである。
現在の経営・流通史研究では，ほぼ江戸時
代から紐解いている(50)(51)。
ところで，今や先述された山本七平の⽛日
本人は，エコノミック・アニマルである⽜と
いう言葉がクローズアップしてきている(52)。
日本人は，⽛政治的動物⽜ではなく，⽛経済的
動物⽜ということである。
また，日本の経営学者の野中郁次郎を中心
として書かれた⽝野性の経営⽞という本を書
店で見つけて読んでみる(53)。この本の帯に，
⽛日本人よ，いまこそ野性に目覚めよ⽜とある。
しかしながら，こうした性質は，室町人の気
性を彷彿させるものがある。
筆者は，⽛日本のマーケティングは，鎌倉時
代に始まっている⽜を書いている(54)。
その後の，研究では，それが最も顕著に表
れるのは，室町時代である，と考えるように
なっている。
また，筆者には，現行マーケティングのア
メリカからの直輸入について考えていること
がある。それは，日本における学問研究には，
⽛政治にしろ，歴史にしろ，あるいは経済や社
会，文化にしろ，日本を相対化する視点が欠
けている⽜と指摘する苅谷剛彦（2017）の説
についてである(55)。
このことは，日本における⽛マーケティン
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グ研究⽜にも当てはまる。日本には，そもそ
も⽛マーケティング⽜が 500 年前には存在し
ていたということに外ならない。
また，その頃に⽛商学⽜という学問が生ま
れる素地（ルーツ）があったと考えざるを得
ないのである。
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（20）岩井克人（1992）⽝ヴェニスの商人の資本論⽞，
筑摩書房。

（21）林 周二（1999）⽝現代の商学⽞，有斐閣，pp.
108-111。

（22）金 日坤（1984）⽝儒教文化圏の秩序と経済⽞，
名古屋大学出版会。）
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書籍の内容
台湾，シンガポールなどとともに儒教文化圏に属し
著しい経済発展を遂げた日本と韓国。本書はこの両国
の特徴を歴史的に対比・分析して，文化と経済の関係
に斬新な視角から迫る。⽛韓国の経済と文化を把握す
るための最良の本⽜と山本七平氏激賞の日韓比較文化
論である。

（23）黒田重雄（2024）⽛日本の中世期のマーケティ
ングに関する覚書─室町幕府は企業組織であった
という説を中心に─⽜⽝北海学園大学経営学部経
営論集⽞，第 22 巻第⚓号（2024 年 12 月），pp.7-29。

（24）山本七平（1993）⽝前出書⽞。

日本の貨幣制定着に驚いた韓国人
エコノミック・アニマルとは決して悪い言葉ではあ
りません。日本人は誤解しているのです。⽝人間は政
治的動物⽞というでしょう。それをちょっと変えて
⽝日本人は経済的動物⽞と言っただけです。動物と野
獣とは全くニュアンスが違います。経済的野獣といえ
ば，確かに悪いでしょうが……⽜
ある会合でのグレゴリー・クラーク氏の言葉である。
それを聞きながら私は，⽛なるほど，語学とはむずかし
いものだなあ，するとアニマルはむしろ日本語の⽝生
き物⽞に近いのかなあ。だが⽝日本人を経済的生き物⽞
とまず最初に気づいたのはだれだろう⽜とぼんやり考
えていた。それが日本人であるはずはない。というの
は日本社会にどっぷりつかっていれば，日本人が経済
的生き物であるか否かはわからない。外国人が日本に
来て観察し，自国と比較して，はじめて⽛こりゃ大変
な経済的生き物⽜だと思ったはずである。それはだれ
であろうか。
おそらくそれは韓国人である。永享元年（1429 年）
使節として来日した朴瑞生を驚かしたことは，金さえ
あれば，何も持たずに旅行ができることであった。さ
らにその前，応永二十七年（1420 年）に来日した宋キ
カンは，日本の二毛作・三毛作に驚くとともに，乞食
が米でなく銭を欲しがるのに驚いている。確かにこれ
では乞食でなく乞銭である。1420 年から 29 年とは足
利義持から義量の時代，日本の貨幣経済はその時代に
すでに，乞食にまで浸透していた。また金さえ持てば
自由に旅行ができるということは，金を払えば泊まれ
る宿屋と，金を払えば乗せてくれるタクシーのような
馬，金を払えば渡れる橋や渡し舟，有料道路ならぬ有
料橋もあったということである。
今ならあたりまえのことだが，金日坤教授の⽝儒教
文化圏の秩序と経済⽞を読むと韓国人が驚いた理由が
よくわかる。李氏朝鮮の成立は 1392 年，日本では南
北朝が合体し，足利義満の権力がどうやら確立した時
である。そして前記の使節が来た 1420～29 年は，⚔
代目の世宗の時（在位＝ 1418～1450）だが，金教授は
⽝世宗実録⽜の興味深い記事を紹介しておられる。

⽛……世宗時代のエピソードを一つ紹介してみよう。
朝廷では，中国から鋳貨を輸入して，これによって交
換の便宜をはかろうとした。ところが，民衆は今まで
通り，物物交換または物品貨幣による交換に頼り，素
材が卑金属であったその鋳貨がさっぱり通用しなかっ
た。
そこで，朝廷では布令を出して，今後貨幣を使用し
ないで交換をした者は，厳罰に処することにした。第
⚑号の違反者が捕らえられた。その日暮らしをしてい
る貧しい男であった。罰として杖百を打ち，水軍に入
籍された。ところが，一家の主がいなくなって生活に
困った夫人が，その後南山の松の木に首をつって自殺
し残った子供たちが母親のなきがらか囲んで，一日中
泣いていた，という話である⽜
金教授はさらに⽛李朝時代においては，王国を創建
して以来，およそ 250 年の間は，貨幣の通用が定着し
なかった⽜と記されている。ということは，日本で言
えば，徳川時代になり，家光が死んで家綱が将軍にな
るころまで貨幣が定着しなかったということである。
だがこれは当時の東アジアに於いて韓国が後進的で
あったということではない。ベトナムは 18 世紀まで
貨幣が定着しなかったといわれる。韓国は決して貨幣
の流通に無頓着だったのでなく前記のエピソードが示
すように，あらゆる方法で貨幣を定着させようとした
が成功しなかった。そういう国から来た使節が，乞食
ならぬ乞銭がいるのを見れば驚いて不思議ではない。
これは当時の東アジアの基準から見れば日本の方が
異常だったということであり，二人の使節は，日本人
は政治的動物ではないが，経済的動物だと思ったであ
ろう。というのは李氏朝鮮は実に整備された模範的な
中国的体制を確立したが，当時の日本は下剋上的混乱
の中で，小規模とはいえ，すでに討ったり討たれたり
をくりかえしていたからである。
金教授が指摘されているように，貨幣の定着は⽛農
業生産力の向上，商工業などの社会的分業の成立に
よって，社会的な生産力の全般的な拡大と，それを基
盤にした交換生活の一般化，流通経済の発展があるか
ないかによって決まる⽜のであって，それがなければ
政府がいかに努力しても貨幣は定着しないし，それが
あれば，足利幕府のような無能政権でも定着する。
日本は⚘世紀に李朝と同じような努力をしたが，や
はり貨幣は定着しなかった。時代は異なるが共に律令
制である。和銅元年（708 年）日本ははじめて貨幣を
鋳造した。これが和同開珎であることは教科書に載っ
ている。以後十二種類の皇朝銭が鋳造され，韓国では
ややおくれて高麗の成宗十五年（996 年）に鉄銭が，粛
宗七年（1102 年）に銅銭が鋳造されている。そして日
本の場合も，和銅元年から約 250 年間，政府がいかに
努力しても貨幣は定着せず，永延元乍（987 年）一条天
皇が銭貨の通用の促進を命じながら，一面ではその通
用を限定し，仏事にだけ全面的に使ってよいとしたと
きに，長い貨幣定着の努力は失敗に終わった。そして
准米・准布・准帛

ぱく

とよばれる生産物が納税および交換
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手段に用いられた。これらは一種の物品貨幣と見てよ
いであろう。
（pp.273-276）
貨幣経済確立の基は輸入貨幣と金輸出
昔からお役人とは保守的なもので，一度きめたこと
は変えたがらない。経済は徐々に発展し，貨幣を導入
すべき状態になっても，貨幣経済に移行しようとしな
い。これは，准米・准布の公定価格を定めた万物沽

こ

価
か

法を混乱させるという理由であったらしいが，もう一
つには材料の酸化銅を掘り尽くして，銅銭鋳造の原料
がなくなったことにもあった。
後述するが，かつて世界三銅産国の一つといわれた
日本も，その鉱石は殆どすべて硫黄と結合した硫化銅
であり，これの精錬技術が当時はまだ開発されていな
かったからである。こういう状態だとお役人はあらゆ
る⽛できない条件⽜を並べたてて不思議ではない。も
しこの状態がそのまま継続したら，日本の経済はその
まま停滞したかも知れぬ。
そのとき，⽛中国から貨幣から輸入して流通させれ
ばよい⽜というまことに独創的な発想をした人間がい
た。それが平清盛である。長寛二年（1164 年），彼は
周囲の猛反対を押し切って宋銭の輸人を断行した。日
本はちょうど貨幣経済に移りうる段階に来ていたので
これが爆発的に流通する。するとそれによって経済は
発展し，さらに多くの貨幣が必要となる，という循環
を繰り返し，それがその時から約 250 年後に日本を訪
れた韓国人使節を驚かしたわけだが，その端緒をつ
くったのが清盛であった。⽛武士とは何か⽜はさまざ
まな定義ができるが，⽛土地の所有権を主張し，貨幣を
定着させたもの⽜ともいえるであろう。
これを⽛渡来銭⽜といい，寛永十四年（1637 年）ま
で，約 470 年間，日本で流通していたのは宋銭や明銭
である。この，他国の貨幣を輸入して流通させるとい
うことが，現代人，特に外国人には非常に理解しにく
いらしく，国際貿易センターで外国からきたビジネス
マンに講演したとき，質問がこの点に集中した。今日
的にいえば，日本は車や音響機器をアメリカヘ輸出し
て膨大なドルを手に入れたので，紙幣の印刷をやめて
ドルをそのまま日本で流通させるような状態であろう。
では何を輸出したのか―それが金

きん

であった。
この金の輸出と貨幤輸入はすさまじかったらしく，
三上隆三氏は⽝渡来銭の社会史⽞の中で，中国の銅銭
流出が余りにもすさまじく，ついに貨幣不足のパニッ
クが起こり，そこで 1155 年に銅銭輸出禁止令を出す。
それでもどうにもならず本格的な紙幣発行に乗り出す。
紙幣が本当に流通した最初の国は中国だが，その原因
の一端が日本にあったことは面白い。
どうもこの金輸出・貨幣輸入が，日本がしばしば非
難される⽛集中豪雨的輸出⽜のはじまりらしい。やが
て宋は滅びて元となり，マルコ・ポーロが来て 1295 年
に帰り，1299 年に有名な⽛東方見聞録⽜を記すが，日
本を黄金の国と書いたのは，以上事例の影響も受けて
いるだろう。というのは⽝宋史⽞にそれを示す記述が

あるからである。⽛中国はすベてが存在する小宇宙⽜
であることは事実だが，不思議なことに金だけは余り
産出しなかった。現存する立派な金製品や出土品は，
その殆どが属国からの貢物であるという。一方，奥州
の砂金は，中国の史書にも記されているほど著名であ
り豊富だった。日本の金鉱が涸渇してくるのは徳川中
期からであり，後述するが，日本に 20 年近く住んだス
ペイン商人アビラ・ヒロンも日本を黄金国と記してい
る。
だがその金も清盛の時代にはせいぜい金銅仏か金箔
か装飾品をつくるのに用いられるくらいである。その
金を用いて，これが割高な中国で割安の銅銭にかえて
輸入して自国の通貨とすることは，まことに，経済的
生き物らしい発想である。だが，それならなぜ地金を
輸入して自国貨幣を鋳造しなかったのか，和銅元年
（708 年）以降 250 年間皇朝銭を鋳造していたなら，そ
の技術がなかったわけではあるまい，という疑問は当
然に生ずる。

（25）桜井英治（2009）⽝室町人の精神⽞，講談社学術
文庫。

（26）清水克行（2021）⽝室町は今日もハードボイル
ド：日本中世のアナーキーな世界⽞，新潮社。
・清水克行（2022）⽝室町社会の騒擾と秩序（増
補版）⽞，講談社学術文庫。

・清水克行（2024）⽝室町ワンダーランド─あな
たの知らない，もうひとつの日本─⽞，文藝春
秋。

（27）網野善彦（2008）⽝前出書⽞。
（28）三枝暁子（2022）⽝日本中世の民衆世界─西京
神人の千年─⽞，岩波新書。

（29）伊丹敬之（2023）⽝経営学とはなにか─経営と
いう仕事を解明する実学の体系─⽞，日本経済新
聞出版，p.15。

（30）司馬遼太郎（2014）⽝前出書⽞。
（31）五木寛之（2020）⽝大河の一滴⽞，幻冬舎文庫。
（32）網野善彦（2008）⽝前出書⽞，pp.399-405。
（33）川出良枝（1996）⽝前出書⽞，p. 39。
（34）Charles Louis de Secondat Baron de la Brède et
de Montesquieu (1748), De lʼesprit des lois.（モンテ
スキュー著（野田良之他訳）（2008）⽝法の精神
（上）（中）（下）⽞，岩波文庫。）

（35）Adam Smith (1776), An Inquiry in to the Nature
and Causes of the Wealth of Nations, The Fourth
Edition, London.（アダム・スミス著（2000）⽝国富
論（⚑）（⚒）（⚓）⚔）⽞，（第⚕版（1789 年）の訳），
岩波文庫。）

（36）ジェームス・バカン著（山岡 洋一訳）（2009）
⽝真説 アダム・スミス その生涯と思想をたどる⽞，
日経 BP社。
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（37）桜井英治（2015）⽝破産者たちの中世⽞，日本史
リブレット 27，山川出版社，p.124。

（38）石母田 正（2020）⽝中世的世界の形成⽞，岩波
文庫。

（39）佐藤進一（2020）⽝日本の中世国家⽞，岩波文庫。
（40）桜井英治（2009）⽝室町人の精神⽞，講談社学術
文庫，pp.328-332。

日野富子の利殖活動
朝廷では 1470 年（文明二）12 月に後花園法皇が室
町亭に没し，後土御門天皇の親政が開始されていた。
また幕府では 73 年 12 月に義尚が九歳で将軍宣下をう
け，日野勝光が⽛新将軍代⽜として義尚を補佐するこ
とになったが，その勝光が 76 年⚖月に没すると，以後
は義政の正室日野富子が厭世的な義政にかわってしば
しば政務を代行するようになった。
富子に八朔の進物を届ける人びとの行列が⚑，⚒町
にも達したといわれたのもこのころである。⽛御台一
天御計らい⽜と評された富子の権勢のほどが知られよ
う。
日野富子というと，世の乱れを顧みずひたすら蓄財
にいそしんでいた女性としてとかく評判が悪い。なる
ほど応仁・文明の乱中にも富子は莫大な米銭を蓄え，
大名らに高利で貸し付けたり，米の投機的商売に手を
染めるなど，旺盛な利殖活動を展開していた。80 年⚙
月に徳政一揆が蜂起したときには，富子は土倉に収蔵
されている自分の財物を守るために一揆の弾圧に全力
をあげたといわれる。またこれ以前，幕府は内裏修理
料の名目で京都七口に関所を設置していたが，その収
益は内裏の修理にはまったく遣われず，すべてが富子
の収人になっていたという。これらの関所は怒った民
衆の手で同年 10 月にすべて焼き払われている。
寺社本所領還付政策の再開
肝心の義政はといえば，すでに応仁・文明の乱中か
ら⽛公方は大御酒，諸大名は犬笠懸，天下泰平の時の
ごとくなり⽜というありさまで，乱後も退廃的な生活
を続けていたが，78 年（文明十）⚓月，突如，大乱に
よって長らく中絶していた寺社本所領還付政策にふた
たび意欲を燃やすようになった。同年 10 月には土岐
成頼・斎藤妙椿・畠山義統らの旧西軍諸将が帰参を許
された謝礼のため使者を上洛させたが，義政は土岐と
斎藤の使者には対面したものの，畠山義統の使者には
義統がいまだ寺社本所領の返還を確約していないとの
理由で対面を拒否した。義政は寺社本所領の返還を旧
西軍諸将への赦免の条件として提示していたのである。
けれども寺社本所領還付政策は一向に進捗せず，翌
79 年⚘月には赤松政則が寺社本所領の返還を渋った
として出仕停止を命じられ，北畠政郷も同様の理由で
北伊勢守護を解任されるなど，義政はしだいにいらだ
ちを募らせていった。
なぜ寺社本所領還付政策が進捗しなかったか，答は
あまりにも明瞭である。⽛日本は悉くもって御下知に

応ぜざるなり⽜⽛御教書・奉書においては厳密にこれを
下さるといえども守護ども一切承知せず⽜⽛一向上意
と申す事，いかなる物（者）までも用い申さず候⽜⽛公
方すでにもってあやうく候つる⽜等々，応仁・文明の
乱後の諸史料は将軍権力の凋落を指摘する言説に満ち
ている。
80 年⚘月に義政が美濃守護代人事への介入をは
かったときなどは⽛我が御進退さへ近日正体なきのと
ころ，人の上の事までは大いにしかるべからず⽜との
辛辣な批判を浴びせられているが，これは例の尋尊が
日記に書き記したもの。⽛今のごとくんば久しくはあ
るまじく候か⽜⽛世間の体とにかくに結願ちかく成り
行く事に候⽜といった終末論を口にする悲観論者も少
なくなかった。
私はだいぶ前に，義満が公家社会にデビューし，公
武権力の一体化を確立して以来，将軍はもはや武士の
味方ではなくなったと述べた。そのことをここでもあ
らためて強調しておきたい。寺社本所領の回復はこの
権力構造に拠って立つ将軍権力が宿命的に背負いこん
だ使命であり，将軍権力はこのために大名たちの支持
を失ったのである。けれども将軍たちはこの政策を
けっして取り下げようとしなかった。九代将軍義尚も，
次の十代将軍義材も寺社本所領の回復をスローガンに
近江親征を強行し，墓穴を掘った。これらの親征には
もちろん別の思惑も含まれてはいたのだが，それでも
なお将軍が寺社本所領の回復を謳わねばならなかった
ところに将軍権力が抱えていた根本的なジレンマが
あったのである。
政府から企業へ
将軍の権威が地に落ちた以上，当然のことながら税
収もままならない状態にあった。それは何もいまには
じまったことではない。すでに応仁・文明の乱前から
幕府は税収の拡大による財政再建の道をあきらめ，贈
答儀礼や種々の手数料収入，⽛御物⽜の放出といった企
業的な収益拡大に向かっていたのである。日野富子の
利殖活動もそのような文脈のなかで解しなければなら
ないだろう。その点をじつに鋭く分析していると思わ
れるのが，尋尊の随心院厳宝が兄尋尊に書き送った次
の書状の一節である。

諸人上意をも聞き入れ候はず候間，公方にもすなわ
ち御還念候て，一分これも腰にまかれ候はではにて候
間，七万貫ばかりまず御倉に上様（富子）御重宝入れ
候か。このほか利銭は員数を知らず候。伊勢守（政所
執事伊勢貞宗。貞親の子）これも質を執り候て一分腰
にまき候。興ある事どもに候か。

⽛一分⽜を⽛腰にまく⽜という表現が最大のキーワー
ドになろうが，文脈から判断して，これは財力を身に
つけるということ，それも財政的な手段によって得ら
れた財力ではなくて，市場経済的な営利活動によって
得られた財力をさしているとみてまちがいない。つま
り，政治力ではもはや諸大名を振り向かせることがで
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きない現実を悟った義政は，経済力で彼らの優位に立
つ戦略への転換を決意したと厳宝は報じているのであ
る。
厳宝によれば，富子の利殖活動もそうした新しい経
営戦略の一環にほかならなかった。一口にいえば，武
力から財力へ，政治力から経済力へということになろ
うが，こうした経営戦略は，じつは幕府がすでに歩み
はじめていた道であった。ただ，それが一種の諦念を
ともないつつも明確に自覚化されたところにこの時期
の新たな局面があったのだろう。しかもそれはたんな
る戦略の転換というだけではなく，幕府により重大な
決断を迫るものでもあった。政府であることをやめよ，
一企業として生きよ，それがこの戦略の含意するとこ
ろなのである。
これにたいし，段銭・棟別銭・地頭御家人役など，
幕府の伝統的な税制を正統に継承していったのはむし
ろ大名たちのほうであり，それがやがて戦国大名の経
済的基礎となっていった。ここに，16 世紀の戦国大名
経済がより伝統回帰的であり，15 世紀の幕府経済がよ
り市場経済的であるという一種の逆転現象があらわれ
ることになったのである。

（41）林 廣茂（2019）⽝日本経営哲学史─特殊性と普
遍性の統合─⽞，ちくま新書。

交換経済を担ったのは商人である。荘園・公領の所
有者・不在地主（朝廷・皇室・貴族・寺社の権門）は
京や奈良に住み，その消費経済を荘園・国衙が納める
年貢（農水産物・特産物）に依存していた。農水産物
の流通と販売を担った商人（正確には商工業者）は，
中世の初期から中期までは荘園・公領の所有者である
各権門の直属民で，各権門の財政・経済に仕えるため
に，自由に流通販売や金融に携わる特権を与えられて
いた（網野善彦，2005）。
武家が政権を握った 13 世紀前半から金属貨幣（宋
銭など）による交易が普及し，とくに関東を中心にし
た東国では，荘園や公領の多くが武家（御家人）の直

じき

領
りょう

になった。武家の直領での商人は，権門の直属民
の身分から離れ，また，新興商人も登場して，武家の
許可と保護を受け，武家に利益を与えつつ自らの富を
蓄える商業を展開した。
室町・戦国時代の武家の経済力と軍事力は，その領
有する土地の生産物と他領地の生産物との交易，そし
て宋・明や東南アジアとの貿易によって商人が稼ぐ収
益に依存した。農本主義経済をベースに，商業に高い
価値を置く重商主義経済が発展した。

（42）佐々木銀弥（2022）⽝日本商人の源流─中世の
商人たち─⽞，ちくま学芸文庫，pp.28-29。

（43）堺屋太一（2019）⽝歴史からの発想─停滞と拘
束からいかに脱するか─⽞，日経ビジネス人文庫，
pp.48-55。

要するに，15 世紀中頃までの日本は，典型的な中世
的貧困と因習的無知のなかにとどまっていたのである。
16 世紀の戦国時代を考える場合，何よりもまず，それ
に先立つ時代がこんなに惨めで不安な世の中であった
ことを想起する必要がある。
16 世紀における戦乱による損失も，⚑世紀前の貧困
と治安の悪さがもたらした被害に比べると，けるかに
小さなものだったのだ。
明，高麗から来た新技術
ところが，15 世紀中頃から，日本の技術は進歩し，
経済が成長し出す。遣明船や倭寇が持ち帰った明，高
麗の新技術がようやく日本人に消化され出したためで
ある。
まず，この時期に起った進歩は，農業の発展である。
農耕具が改良され，耕作方法も改善されて来たため，
収穫が増大する。初歩的なものながらも潅漑と排水の
技術が普及し，丘陵地帯や湿地が耕地化され出す。さ
らに，山地を利用した桑や茶の栽培も広まる。この結
果，人口は徐々に増え，剰余価値が蓄積され出した。
15 世紀後半から 16 世紀初期にかけて，こうした新
技術の採用と開発事業に取り組んだのは，主に各地の
豪族層であった。そこに，彼らが富を蓄え勢力を伸ば
す経済的基盤があったのである。彼らは，こうして得
た経済的余裕で郎党を養い，妻妾を増やして子女を量
産する。これが彼らの血族・人脈の拡大となり，近隣
農民に対する支配力を強化した。のちに戦国大名とな
る豪族たちの農業振興と領地経営に対する熱心さは，
この時期にその素地がつくられていたのである。
農業の発展は鉱工業の発達を促す。農業生産の向上
によって，鉱工業に専従できる人数が急増するからで
ある。15 世紀末から 16 世紀初めにかけて，顕著な発
達を示しだのは，金属，なかんずく鉄の普及である。
坑木を使って坑道を保つ技術が中国から導入されたた
め，鉱業が発達し，鋼や鉄の生産量が大幅に伸びたの
だ。
15 世紀末から 16 世紀初めにかけての鉄製品の普及
は急速で，わずか数十年の間に，ごく限られた階級だ
けの所有物であった鉄鋼の刀槍があらゆる農民の手に
行き渡る。これがのちに一向一揆の武力となるのだが，
同時に農業生産をも飛躍させた。鉄製農具の使用で，
山地や固い地質の土地が開墾されたし，深耕による収
穫の向上も図られたからだ。
一方，商業の発展も無視できない。特にここで注目
されるのは，商業発展が国内流通面より外国貿易の面
で先行していたことだ。15 世紀後半からは，遣明船に
加えて私貿易も盛んになる。堺の湯川宣阿，池永新兵
衛，博多の宗金らは，これによって巨富を得た。この
当時，まだ国内市場は未発達だったが，一部の寺社や
上層階級を相手にする海外貿易は大いに儲かる商売
だったらしい。⽛応仁の乱⽜前後から 16 世紀の 10 年
代に至る⽛戦国時代⽜初期，中国や朝鮮からの新技術
を得て進められた産業経済の発展は，明治から大正初
めに欧米の新知識によって促されたそれに似ている。
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土地開発の一般化と鉄製品の普及は，成長への基礎づ
くりとしてはきわめて重要だが，平均的な生活水準を
大幅に高めるまでには至っておらず，資本の蓄積は地
方の中小地主（豪族）と外国貿易に従事する寄生的財
閥によって行われていたのである。
楽市楽座と商業の発展（pp.52-56）
16 世紀の 30 年代からは，余剰農産物と工業製品の
急増で，流通市場に出される物品の種類と量とが飛躍
的に増大し，古い⽛座⽜の商人の取扱い能力をはるか
に上回るようになった。当然，⽛座⽜に属さないもぐり
商人が大量に発生する。油を商って美濃を乗っ取った
斎藤道三（山崎屋新九郎）も，針をひさいで飢えをし
のいだ少年期の豊臣秀吉（木下藤吉郎または⽛猿⽜）も，
こうしたもぐり商人の一人だったに違いない。⽛座⽜
に属した正規の商人なら，流れ着いた先で大名の家来
になるような勝手な真似が許されるはずがない。
もぐり商人のなかには，この種の野心とバイタリ
ティーに富んだ無頼が大勢いた。各地でもぐり商人に
対する弾圧，捕縛，殺害が繰り返されたが，その商品
流通に果たす役割は無視できぬものとなっていったの
だからあとを断たない。16 世紀中頃には，彼らは社会
機構を円滑に維持するための必要悪的存在だったのだ。
ところが，このとき，この必要悪を制度として公認し
ようという大胆な領主が現れた。尾張一国を制するに
至った織田信長である。

（44）林 廣茂（2019）⽝日本経営哲学史─特殊性と普
遍性の統合─⽞，ちくま新書。

（45）村井章介（2013）⽝増補 中世日本の内と外⽞，
ちくま学芸文庫。

中世人の生活を知る興味深い材料をいくつか紹介し
よう。
室町後期になると，遺跡北半の市街地区画をとりま
くかたちで石敷道路があらわれ，常福寺への参道かと
いわれている。また，遺跡の南端部には幅 10～16
メートルの環濠をもつ方一町の居館址があり，燭台・
天
てん

目
もく

茶碗・聞
ぶん

香
こう

札
ふだ

などが出土した。支配層の屋敷にち
がいない。食生活の痕跡としては，刃物で解体した動
物・魚の骨が大量に出土することが注目される。刃物
傷をもつ頭骨や火であぶった跡がある四肢骨など，犬
の骨も多い。中世で肉食が忌避されたという常識をく
つがえす発見であった。
中世の木簡が⚔千点以上出土したことも特筆に値す
る。その多くは，物品の荷札・付札や商取引の際の
覚・帳簿で，地方都市の物流・商業・金融活動を知る
得がたい資料である。記された文字には，⽛売る⽜⽛買
う⽜⽛卸す⽜⽛流す⽜⽛和市⽜⽛利分⽜などの経済用語が
多く見られる。情報量の多い例を一つあげると，表裏
に

⽛（前略）四百，かすにしのあこ
（網子）

，ミ
（巳）

八月廿三，もと
（元）

百

とりふん
（ 利 分 ）

五もん
（文）

とりて，一はい
（倍）

りいた
（ 利 出 ）

す。
十月廿日，もと百とりふん十まいとりて，一人
とりいた
（ 取 出 ）

す。十月三十，もと百とりふん，一人とりい
たす⽜

と書かれた木簡がある。判読きわめて困難で，意味が
取りきれないが，網子＝漁師が月利（？）⚕パーセン
トで借金をして，巳年⚘月 23 日に元本と同額の利子
を支払ったこと，ある人が 10 月 20 日に元本に 10
パーセントの利子を加えて返済し，質物を取り出した
こと，10 月 30 日にも同様のことがあったこと，はな
んとか読みとれる。
また木簡には，中世人の精神生活を語るものもある。
阿弥陀や地蔵の名が記された板塔

とう

婆
ば

，法事に際して故
人の菩提を弔うために造立された板塔婆，仏事・法

ほう

会
え

の際に作成された大般若経転
てん

読
どく

札や修
しゅう

正
しょう

会
え

札，さま
ざまな呪符・呪文を記したまじない札など多様で，こ
うした呪術的世界こそ，古代の木簡には見られない中
世的特徴と言えよう。
一方で，有徳人がぜいたくな風流にふけっていたこ
とを物語る闘茶札・聞香札もある。

（46）㈱帝国データバンク情報統括部⽛新設法人調
査（2023 年）⽜⽝TDB Business View⽞，2024 年⚕月
28 日。

（47）桜井英治（2009）⽝室町人の精神⽞，講談社学術
文庫，pp.331-332。

政府から企業へ
将軍の権威が地に落ちた以上，当然のことながら税
収もままならない状態にあった。が，それは何もいま
にはじまったことではない。すでに応仁・文明の乱前
から幕府は税収の拡大による財政再建の道をあきらめ，
贈答儀礼や種々の手数料収入，⽛御物⽜の放出といった
企業的な収益拡大に向かっていたのである。日野富子
の利殖活動もそのような文脈のなかで理解しなければ
ならないだろう。その点をじつに鋭く分析していると
思われるのが，尋尊の弟随心院厳宝が兄尋尊に書き
送った次の書状の二節である。

諸人上意をも聞き入れず候はず候間，公方にもすな
わち御還念候て，一分これも腰にまかれ候はではに
て候間，七万貫ばかりまず御倉に上様（富子）御重
宝入れ候か。このほか利銭は員数を知らず候。伊勢
守（政所執事伊勢定宗。貞親の子）これも質を執り
候て一分腰にまき候。興ある事どもに候か。

⽛一分⽜を⽛腰にまく⽜という表現が最大のキーワー
ドになろうが，文脈から判断して，これは財力を身に
つけるということ，それも財政的な手段によって得ら
れた財力ではなくて，市場経済的な営利活動によって
得られた財力をさしているとみてまちがい差い。つま
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り，政治力ではもはや諸大名を振り向かせることがで
きない現実を悟った義政は，。経済力で彼らの優位に
立つ戦略への転換を決意したど銀宝は報じているので
ある。厳宝によれば，富子の利殖活動もそうした新し
い経営戦略の一環にほかならなかった。一口にいえば，
武力から財力へ，政治力から経済力へということにな
ろうが，こうした経営戦略は，じつは幕府がすでに歩
みはじめていた道であった。ただ，それが一種の諦念
をともないつつも明確に自覚化されたところにこの時
期の新たな局面があったのだろう。しかもそれはたん
なる戦略の転換というだけではなく，幕府により重大
な決断を迫るものでもあった。政府であることをやめ
よ，一企業として生きよ，それがこの戦略の含意する
ところなのである。これにたいし，段銭・棟別銭・地
頭御家人役など，幕府の伝統的な税制を正統に継承し
ていったのはむしろ大名たちのほうであり，それがや
がて戦国大名の経済的基礎となっていった。ここに，
16 世紀の戦国大名経済がより伝統回帰的であり，15
世紀の幕府経済がより市場経済的であるという一種の
逆転現象があらわれることになったのである。

（48）夏目漱石（2023）⽛道楽と職業⽜⽝私の個人主
義⽞，講談社学術文庫，pp.9-36。

（49）西尾幹二（2024）⽝日本と西欧の 500 年史⽞，筑
摩選書，pp.336-339。

10 世紀唐の崩壊から明治維新まで日本は実質的な⽛鎖
国⽜だった
日本は奈良時代には盛んに中華文明を受け入れた。
平安時代に入って 100 年ほど経つと⽛もはや中国から
学ぶものはない⽜として遣唐使をやめてしまった（894
年）。やがて間もなく唐が崩壊した（907 年）。それ以
後東アジアには国際的緊張がなくなった。元

げん

会
かい

儀
ぎ

礼
れい

と
いって各王朝が⽛礼⽜を競い合う関係があったのに，
それも衰退し消滅した（⽝国民の歴史⽞〔全二冊，文春
文庫，2009 年〕に詳述されている）。とともに日本国
家も国際的争いから退いて，自閉的になり，驚くべき
ことに以後，天皇が権力の主流から外れた。
天皇とは別に上皇が登場し，さらに武家が出現して
くる。王権が一歩退いて二次的になるという日本の独
特な構造は，束アジアの礼的秩序をめぐる争いがなく
なったという無緊張状態と切り離せない関係にあると
私は思う。⚙世紀以後，明治維新まで，日本は実質的
な鎖国状態にあったと言っていいのではないだろうか。
内乱や内戦はあったが，元寇と秀吉の朝鮮出兵以外に
対外紛争というものを知らない。これはやはり地球上
では例外的な歴史である。

（50）林 廣茂（2019）⽝日本経営哲学史─特殊性と普
遍性の統合─⽞，ちくま新書。

（51）橘川武郎（2019）⽝イノベーションの歴史─日
本の革新的企業家群像─⽞，有斐閣。

（52）山本七平（1993）⽝前出書⽞。
（53）野中郁次郎・川田英樹・川田弓子（2024）⽝野
性の経営─極限のリーダーシップが未来を変える
─⽞，KADOKAWA。

（54）黒田重雄（2021）⽛日本のマーケティングは鎌
倉時代に始まっている─日本人にある商人魂の⚒
面性─⽜⽝北海学園大学経営学部・経営論集⽞，第
19 巻第⚓号（2021 年 12 月），pp.27-56。

（55）苅谷剛彦（2017）⽛オックスフォードから見た
⽛日本⽜という問題⽜⽝中央公論⽞，2017 年⚙月号，
pp.80-88。

日本を相対化する視点の有無
政治にしろ，歴史にしろ，あるいは経済や社会，文
化にしろ，そこでの議論で期待されているのは，事実
に基づく知識だけではない。それらの事実を意味づけ
る概念や理論とのつながりが強く意識されている。そ
のつながりを論理的に明晰に表現できなければ，よい
解答にはならない。しかもそこには自分なりの理解力
と思考力が求められる。そのための学習・教育が行わ
れていると言ってよい。
さらに重要な点は，このような思考に不可欠な概念
や理論が英語で与えられることである。日本研究以外
で彫琢された概念や理論が活用されることで，理論的
に共通の基盤（共約可能性）が与えられる。西洋語圈
で発達した社会科学や歴史学の理論や概念とは地続き
であり，それと無関係では使用に耐えないということ
だ。日本を相対化する視点がこうして提供される。
一見すると，日本の大学での日本人による日本を対
象とした研究でも，しばしば海外産の理論が適用され
たり，そこから借用した概念を用いた分析や説明が行
われたりすることがある。⽛輸入学問⽜と揶揄されな
がらも西欧の知識を学んできた成果が，日本の社会科
学の個性でもある。ただし，そのような場合に，外来
の理論や概念の適用の結果が，翻ってその元々の理論
や概念にどのような反作用を及ぼすかというねらいは
企図されない。日本語で表現され，日本人が主たる読
者と想定されるかぎり，そのような反作用を意図した
理論化にはなかなか至らない。あえて単純化すれば，
理論や概念の⽛借用⽜である。その適用が元の理論や
概念の彫琢過程に戻されざるをえない海外での研究と
の違いが，表現する言語の選択によって生じるのであ
る。
さらに言い換えれば，海外の日本理解の基盤には，
もともと比較の視点があるということだ。海外の日本
研究においては，日本という対象を自明視できない。
先の国際会議のテーマのように⽛日本はなぜ（何か，
いかに）問題か？⽜を問わざるを得ない。日本で日本
人研究者が日本語で日本人読者向けに生産する日本を
対象とした学問との違いはここに由来する。
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